
【HPにも掲載しておりますので、鮮明な画像もお楽しみください。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『校訓「行学一如」の由来』 
修業（実行・実践）と修学（学問・研究）は一体であって人格形成には学習と実践のどちらも重要で

あり、互いに影響し合って発展していくものだという仏教の教え。創立 100 周年を記念して制定。 
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２「収穫感謝祭」農事報告（野菜） 

 私たちはサトイモやネギの植え付け、管理、収

穫を藤島小学校と一緒に行うなど、地域交流や食

育活動にも積極的に取り組んでいます。 

さて、9 月は雨の日が多く畑が乾かない状態が

続きましたが、8 月に鉢上げした秋野菜も皆で協

力して予定通り植えつけることができました。

10 月はレタスやブロッコリー、キャベツや白菜

など他様々な野菜を収穫し、地域のイベントや 

庄農祭でも販売する予定です。今日皆で食べる芋

煮の具材、サトイモとネギも私たちが種から育て

たもので、とても美味しくできました。農業高校

らしい収穫の喜びをぜひ堪能してください。 

１「収穫感謝祭」農事報告（作物） 

今年度の主な取り組みは「農業用ドローン導入」

「ＪＧＡＰ維持審査」「大宝幼稚園農業体験受入」

「食味コンテストへの応募」などです。私たちは

農業用ドローンの免許を持っていないため、今後

肥料や農薬の散布を効率的に行うことができる

ようにシュミレーターで操縦技術を磨いています。 

また、本校は５年前にＪＧＡＰ認証を取得し、

安心・安全で高品質な米の生産を行っています。

８月には維持審査を無事に終えることができま

した。今年度の収量は平年並みで品質も全量１等

米です。在校生にも近日中に販売しますので、 

本校の美味しい新米をぜひ堪能してください。 

 

収穫感謝祭  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今後の予定 

 
【 １１月 】 

5 水 巨大絵製作 

7 金 庄農祭（クラパ） 

8 土 庄農祭（一般公開） 

10 月 代休 

12 水 月曜日の授業 

17 月 東北農政局出前授業 

19 水 学校保健委員会 

28 金 期末テスト(～12/2) 
 

【 １２月 】 

3 水 月曜日授業 

後期委員会 

4 木 立合演説会査 

10 水 修学旅行(～13) 

18 木 スポーツ大会(～19) 

.23火 冬季休業(～1/6) 

運転免許取得説明会 

10 金 月曜日授業 

11 土 県高校新人大会 

《 SC 相談 》 

４「収穫感謝祭」農事報告（草花） 

マリーゴールドやヒマワリ、パンジーやシクラメンをはじめ、

実習で栽培した草花は地域の方々からも大変好評で、藤島地

域の皆さんと結成した『Hisu 花   花咲かせ隊』として、学

校近くの『藤島歴史公園 Hisu 花』の花壇づくりを行うなど、

積極的に交流も図っています。今年は全国産業教育フェア出

展に向けて、千日紅とカイガラソウのドライフラワーを使った

作品制作にも挑戦しています。皆さんが爽やかに登校できる

ように昇降口などにも飾っていますので楽しんでください。 

【編集者コラム】・・ 国スポ第 5 位入賞に続く快挙 ・・ 
前号のコラムで紹介した剣道部の押井主将と齋藤監督が、県勢としては

17 年ぶりとなる剣道少年男子団体で第 5 位入賞の快挙を達成。その快挙に 

校内外が沸いている中、今度は佐藤 

徹技能員のﾄﾗｲｱｽﾛﾝ世界選手権大会 

出場が決まりました。会場はｵｰｽﾄﾗﾘｱ。 

全校生や先生方から慕われている 

佐藤技能員を皆で応援しましょう。 

５「収穫感謝祭」農事報告（加工） 

パンやシフォンケーキ、点心づくり等では地域産小麦粉や

米粉の活用を主題に食品成分の抽出実験などにも取り組んで

います。微生物分野では、みそや甘酒などの発酵食品づくり

を通して、発酵による素材の変化を学び、食品の衛生検査な

どの学習も行います。また、地域の方々から大好評の庄農う

どん作りを学ぶ訓練機会は私達の大きな楽しみです。ニュー

ピスも誕生から 60 年以上経過しました。自分達で食品を完

成させ味わうこと、味わって頂けることは最高の経験です。 

３「収穫感謝祭」農事報告（果樹） 

私達は 36ａほどの圃場でオウトウやブドウなど９種類

２０品種の果樹を教材に栽培管理から収穫、販売まで行っ

ています。オウトウは開花時期に雨と低温の日が続きミツ

バチの活動も鈍く結実が進まなかったため不作でした。 

一方、乾燥を好むブドウは高品質なものを収穫できました。

圃場見学の受入や鶴岡市 SEADS、ｲｵﾝﾁｱｰｽﾞｸﾗﾌﾞとの連携

など地域貢献にも取り組んでいます。これから来年の収穫

にも直結する剪定作業を集中して丁寧に行う予定です。 

６ 外国人の方とも交流できました！ 

㈱大商金山牧場様と㈱イタガキ様にご協力頂き、

インドネシア人のドゥスティンさん、フィリピン人

のアンティカマラさんとサライサさん、ケニア人の

ルクマンさんを農事報告後の芋煮会にお招きする

ことができました。芋煮の主役は本校産の美味しい

里芋。調理の合間や会食時に緊張せずに触れ合わせ

て頂くことができ、貴重な経験になったようです。

ご協力頂いた皆様、ありがとうございました。 


